
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

り
し
を
町
地
と
友
し
け
る
故
に
、
河
原
町
と
い
ひ
し
を
、
河
筋
に
添

う
て
竪
町
に
た
し
た
る
に
よ
り
、
堅
河
原
町
と
は
呼
ぴ
た
り
し
を
、

後
に
は
略
稿
し
て
竪
町
・
新
竪
町
と
は
呼
ぺ
り
。
新
竪
町
名
願
寺
の

由
来
書
に
、
文
総
元
年
金
滞
河
原
町
に
於
て
寺
建
立
仕
。
と
見
b
た

れ
ば
.
竪
町
・
新
竪
町
も
本
名
は
河
原
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。

但
し
文
総
元
年
の
頃
は
此
の
地
未
だ
町
地
に
あ
ら
守
。
文
織
は
一
元

和
・
寛
永
た
ど
の
週
間
友
る
ぺ
し
。
河
原
町
の
来
歴
は
河
原
町
の
僚

に
も
記
載
す
。

。
中
河
原
郷

元
職
三
年
三
月
古
寺
町
縮
減
院
窓
膳
が
筆
記
せ
し
小
橋
天
紳
由
来
書

に
、
賞
一
位
天
満
天
品
仰
、
往
古
営
園
河
北
抑
制
吉
倉
村
民
御
銀
座
之
庭
.

四
代
以
前
別
蛍
道
安
鍵
夢
.
を
譲
り
、
呑
林
坊
小
橋
之
爪
河
原
に
奉
還

庭
、
近
郷
河
原
に
而
僅
に
家
居
十
軒
許
有
v
之
底
、
道
々
家
相
建
侯

付
、
春
秋
に
祭
砲
之
儀
式
を
成
し
、
元
来
蛍
枇
氏
子
地
と
申
す
は
、

香
林
坊
の
小
橋
よ
り
才
川
橋
、
古
寺
町
近
郷
は
‘
往
古
河
原
に

τ、

五
ク
之
庄
・
富
樫
之
庄
・
石
浦
之
庄
、
右
=
一
ヶ
所
之
出
合
之
河
原
に
而

有
v
之
故
、
営
院
よ
り
中
河
原
之
郷
与
唱
へ
‘
産
子
繁
栄
之
新
鱒
札
相

配
り
、
氏
子
繁
昌
を
祈
念
仕
。
と
載
せ
た
り
。
按
守
る
に
‘
中
河
原

衛
門
商
業
を
五
代
長
右
衛
門
に
譲
り
‘
元
文
元
年
九
月
十
五
日
四
代

長
右
衛
門
夜
せ
り
と
。
夫
れ
よ
り
後
代
々
河
南
町
民
居
住
し
、
商
業

を
世
之
官
み
し
か
ど
、
明
治
鹿
務
世
間
棉
の
際
輸
相
，
零
落
し
‘
明
治
十
四

年
家
・
商
業
を
他
人
へ
譲
り
退
去
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
の
後
木
倉

屋
の
別
家
同
町
に
家
屋
を
求
め
、
更
に
餐
附
庖
を
聞
き
け
る
が
、
其

の
後
往
昔
よ
り
の
奮
邸
を
ば
買
戻
し
、
再
び
元
の
如
く
餐
附
庖
を
ひ

ら
き
.
今
に
至
り
銭
畠
の
家
名
を
復
古
せ
り
S

oa閉
伊
右
衛
門
侍

屋
放
を
宮
竹
屋
と
稽
し
.
俗
名
は
世
品
川
伊
右
衛
門
と
稿
し
‘
築
底
を

商
業
と
た
し
、
殊
に
此
の
組
問
伊
右
衛
門
と
堤
町
の
中
屋
彦
右
衛
門

は
.
金
滞
市
中
に
て
薬
底
の
本
家
と
す
。
高
病
因
・
烏
犀
回
は
、
此
の

雨
家
に
の
み
調
合
す
る
秘
方
た
り
。
且
雨
家
共
奮
藩
中
は
金
海
町
年

寄
を
勤
む
る
家
柄
に
て
、
殊
に
世
々
一
繁
昌
し
て
、
子
v
今
家
勢
を
落
さ

宇
。
元
総
頃
の
宮
竹
屋
主
人
は
、
俳
名
を
小
春
と
稀
し
‘
芭
蕉
の
門

人
た
り
。
俳
家
小
停
に
も
、
小
春
は
金
津
入
、
亀
田
氏
。
と
載
せ
た

り
。
又
俳
林
小
停
に
は
.
小
春
加
賀
金
海
人
。
住
昌
長
屋
町
吋
遇
稀
宮

竹
屋
伊
右
衛
門
。
薬
底
也
。
と
記
載
す
れ
ど
、
長
屋
町
と
い
へ
る
は

河
南
町
の
趨
聞
な
る
べ
し
。
伺
答
の
草
庵
集
に
、
小
容
の
伺
を
血
中
げ

金
滞
古
蹟
志
巻
十
大

一
大

と
い
ふ
事
は
既
に
引
詮
せ
し
如
く
、
三
登
記
寛
永
八
年
の
僚
に
‘
犀

川
橋
爪
法
般
寺
の
門
前
よ
り
出
火
、
中
河
原
の
大
橋
を
焼
落
す
。
と

見
h
.
貞
享
二
年
卯
辰
妙
願
寺
由
来
替
に
、
摩
川
中
河
原
に
於
て
寺

地
拝
領
之
庭
、
町
屋
敷
に
被
=
仰
付
-
由
に
而
被
a
召
上
一
と
あ
り
。
或
は

一
宮
ふ
。
中
河
原
と
い
ふ
は
、
今
の
片
町
・
河
南
町
の
地
法
に
而
、
そ
の

か
み
此
の
地
港
犀
川
二
瀬
に
流
れ
た
る
中
嶋
友
り
し
故
花
、
世
人
中

河
原
と
呼
ぺ
り
n
N

此
の
地
後
に
町
地
と
成
り
て
‘
町
名
を
立
て
‘
中

河
原
町
と
呼
べ
り
と
い
へ
り
。

。
木
倉
屋
長
右
衛
門
傍

木
倉
屋
は
世
々
長
右
衛
門
と
稀
し
、
費
附
油
を
製
す
。
世
人
木
倉
屋

の
餐
附
と
稽
し
名
産
と
す
。
家
停
に
云
ふ
。
四
代
目
の
長
右
衛
門
迄

は
無
商
業
た
り
し
か
ど
.
朝
暮
商
業
の
術
を
工
夫
し
‘
何
卒
能
き
商

業
に
あ
り
付
き
た
し
と
、
岡
井
天
満
宮
へ
祈
願
す
る
蕗
‘
或
夜
夢
想

の
紳
託
を
譲
り
て
、
初
め
て
餐
附
泊
を
製
治
す
。
故
に
共
の
名
を
梅

が
え
と
競
せ
り
。
然
る
に
年
を
逐
う
て
商
庖
袋
祭
を
得
、
天
和
元
年

よ
り
藩
侯
の
御
櫛
笥
用
、
訟
よ
び
庚
式
向
の
御
用
も
命
ぜ
ら
れ
た

り
。
但
し
そ
の
は
じ
め
何
れ
の
町
地
に
居
た
り
け
ん
承
停
摂
之
、
河

南
町
へ
穂
宅
せ
し
は
享
保
六
年
た
り
と
ぞ
。
同
十
二
年
陀
四
代
長
右

.，
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た
り
。
ま
た
共
の
後
孫
に
て
は
組
問
商
粛
と
呼
べ
る
入
、
風
雅
の
一

時
人
と
す
。
津
田
鳳
卿
が
飽
岡
商
痛
八
十
賀
撚
序
に
云
ふ
。

始
余
成
宜
。
見
=
居
一
山
林
先
生
子
関
費
吋
先
生
潟
'
人
。
聴
敏
博
雅
e

循
L
H

普
誘
v
入
。
吾
亦
数
侍
-
権
推
一
既
知
邑
柿
日
子
商
粛
吋
商
粛
出
嗣
亀
岡
鍛
備

費
一
主
v
今
芦
庶
震
=
盛
族
二
貫
性
湿
籍
好
v
客
。
聞
人
之
至
=
於
斯
-
也
.
未
a

嘗
不
'
得
v
見
也
d

交
遊
日
樽
ψ

以
=
屋
山
翁
仲
子
-
也
，
爾
後
可
a
凶
十
年
↓

吾
又
遇
a

史
子
波
漣
禅
国
家
コ
史
齢
径
加
。
容
貌
言
笑
不
ν
呉
昌
笛
時
一
歳

飴
余
招
昌
賀
茂
鯨
主
芭
兄
子
草
艦
二
曳
亦
来
奥
=
共
識
吋
自
ν
是
有
=
時
訪
a

吾
.
院
二
六
話
回
議
同
事
吋
今
設
甲
辰
齢
昇
昌
八
秩
吋
子
姪
相
集
。
血
中
v
筋
上
v
蒋“

嘉
賓
浦
ν
室
"
文
人
盤
客
皆
有
=
賀
章
コ
碍
鐙
茜
盛
.
屡
欝
余
題
a
北
ハ
首
簡
↓

余
之
於
v
曳
相
識
殆
五
十
年
。
不
a
菅
一
日
之
雅
-
也
.
醤
交
相
帯
往
。
曳

濁
安
在
.
聞
恒
服
昌
金
海
君
府
事
-
不
v
時
間
賦
一
昌
倭
歌
及
建
替
老
能
事

如
v
此
.
亦
不
v
易
v
獲
也
.
古
語

-zd
愛
=
北
ハ
人
-
則
及
=
屋
上
烏
コ
侃
曳
潟
=

屋
山
翁
仲
子
コ
舌
難
『
老
病
久
不
官
援
v
筆
e

敢
恕
然
無
v
言
而
止
.
縞
聞
受

自
穂
園
風
升
岡
=
於
雲
上
吋
金
谷
後
宮
特
下
邑
内
皆
吋
錫
=
蝉
正
君
閑
院
愛

仁
親
王
詠
藻
・
左
衛
門
替
冷
泉
鏡
金
卿
詠
草
及
黄
金
↓
闘
母
仙
院
又

賜
a
部
金
三
套
杯
及
黄
金
二
益
以
v
憐
E

共
高
年
而
解
昌
国
風
-
也
。
銀
従
亦

有
』
所
v
恵
。
可
v
謂
T

瀦一
a
Z

人
幸
・
世
希
剛
共
比
晶
也
。
昭
代
文
明
之
津
下
及
=
庶

七




